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研究背景と目的 
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駅前広場の持つ多様な空間機能として特に商業施設関連機能に着目
し、地域の特性に応じた多様な駅前広場のあり方を検討する必要が
ある。 

本研究は、日中賑わいをみせているセンター北駅前広場に着目し、
オープンスペースでの滞留行動を把握する。隣接する大型商業施設
と関連性を調査することにより商業施設との空間的連携を明らかに
する。 

 
 

研究背景 

研究目的 

オープンスペース利用者は商業施設と綿密に関連しているのではないか 
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調査対象地の概要 
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調査対象地 センター北駅前広場 

住所 神奈川県横浜市都筑区中川中央１丁目 

交通条件 

鉄道(乗降者数/日) 横浜市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン(計38370/日) 

バス たまプラーザ駅、センター南駅、鷺沼駅、東山田営業所方面 

地下駐車場(利用可能時間) 516台(6時～25時) 

最寄施設 

駅前大型商業施設 モザイクモール、プレミアヨコハマ、ノースポートモール、あいたい、ヨツバコ 

駅勢圏大型商業施設 港北みなも、ルララ港北 

その他施設 大塚・歳勝土遺跡公園、吾妻山公園、横浜歴史博物館 
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都筑区の人口推移 >>センター北 

港北ニュータウンのタウンセン
ター地区に属す。横浜市北部や首
都圏を視野に入れた広域拠点であ

り、商業・業務・文化など多様な
機能の集積を図る地区である。 
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大型商業施設の詳細 

大型商業施設 開業年 敷地面積(㎡) 店舗数 特徴 

商業施設A H12 18,112 210 家族層を中心に多くの来街者が利用 

商業施設B H25 2,688 43 若い女性をターゲット。同地区で一番新しい商業施設 

商業施設C H10 3,877 55 センター北駅直結の商業施設。地域住民の利用が高い。 

商業施設D H23 1,355 24 塾や教室を複合した商業施設。 
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区民の多くは「都築区内」
で買い物をする傾向にある 

4 
平成 23 年度 都筑区区民意識調査 報告書 

都筑区民の買い物先 
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調査対象地の概要 
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▲利用者風景 

駅前広場には緑地やそれらを囲う
ように大型商業施設が立地してい
る特徴がある 
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調査手法の概要  
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調査対象地 センター北駅前広場 

調査日(曜日)[人数] 
平日 2014年11月6日(木)[114].13日(木)[287].27日(木)[21] 

土日 2014年11月2日(日)[212].8日(土)[127].15日(土)[224].30日(日)[86] 

調査目的 オープンスペースにおける来街者の属性、行動の把握 

調査手法 班員3名による目視での確認 

調査時間 10時～15時 

>>観察調査 

班員３名による目視での観察調査による。左記は実
際に使用した調査票であり、縦軸の番号ごとにサン
プルを記録する 

７日間で１０７０名の

サンプルを抽出 
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調査項目の定義 

調査項目 定義 

行  動 
（複数選択可) 

休憩 活動を停止している状態 

雑談 複数人での談義 

遊ぶ 複数人での遊び 

飲食 滞留状態での飲食 

携帯 携帯電話の使用 

その他 待つ、読書、喫煙、寝る、音楽 

時  間 

３分～ ３分以上５分未満の滞在 

５分～ ５分以上１0分未満の滞在 

10分~ 10分以上15分未満の滞在 

15分～ 15分以上20分未満の滞在 

20分～ 20分以上25分未満の滞在 

25分～ 25分以上の滞在 

行  先 

商業施設 商業施設A.B.C.D 

駅 センター北駅のみ 

調査範囲外 調査範囲外への移動 
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調査の正確性を図るため、調査項
目を右記のように定義した。 

調査の注意点 
 イベント等催しがある場合調査

は行わない 
 雨天時は即中止とする 
 調査対象を見失った場合即中止

とする 
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平日、土日における来街者の利用動向 
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平日、土日における来街者の利用動向 
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商業施設移動者の利用動向 
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商業施設移動者の 

滞留時間と来街人数の関係 
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滞留時間 
1人組 2人組 3人組以上 合計 

  割合A 割合B   割合A 割合B   割合A 割合B   割合A 割合B 

3分～10分以内 92 23% 77% 176 45% 59% 126 32% 43% 394 100% 55% 

10分以上 27 8% 23% 124 39% 41% 170 53% 57% 321 100% 45% 

合計 119 17% 100% 300 42% 100% 296 41% 100% 715 100% 100% 

0

50

100

150

200

250

300

350

1人組 2人組 3人組以上 

10分以上 

3分～10分以内 

>>滞留時間に着目 

1人組の場合、広場利用時間は10分
未満である一方、２人組以上での広
場利用は10分以上利用する割合が
高くなる 

>>来街人数に着目 

商業施設へ移動する人の80%以上
は２人組以上の利用者であり、家族
連れなどが目立つ結果となった 
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滞留行動 
1人組 2人組 3人組以上 合計 

  割合A 割合B   割合A 割合B   割合A 割合B   割合A 割合B 

休憩 79 22% 42% 157 44% 31% 122 34% 30% 358 100% 33% 

雑談 0 0% 0% 133 55% 26% 108 45% 27% 241 100% 22% 

遊ぶ 1 0% 1% 117 54% 23% 97 45% 24% 215 100% 120% 

飲食 28 20% 15% 58 41% 12% 54 39% 13% 140 100% 13% 

携帯 50 60% 26% 25 30% 5% 9 11% 2% 84 100% 8% 

その他 31 50% 16% 14 23% 3% 17 27% 4% 62 100% 6% 

合計 189 17% 100% 504 46% 100% 407 37% 100% 1100 100% 100% 
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>>滞留行動に着目 

１人組の場合、休憩が一番多
く携帯などの個人行動が多い 

２人組以上となると複数での
行動の雑談や遊ぶの割合が多
くなり、携帯などの個人行動
が少なくなる 

商業施設移動者の 

滞留行動と来街人数の関係 
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滞留行動 
3分～10分以内 10分以上 合計 

  割合A 割合B   割合A 割合B   割合A 割合B 

休憩 208 58% 35% 150 42% 29% 358 100% 33% 

雑談 147 61% 25% 94 39% 18% 241 100% 22% 

遊ぶ 92 43% 16% 123 57% 24% 215 100% 20% 

飲食 44 31% 7% 96 69% 19% 140 100% 13% 

携帯 62 74% 11% 22 26% 4% 84 100% 8% 

その他 36 58% 6% 26 42% 5% 62 100% 5.% 

合計 589 54% 100% 511 46% 100% 1100 100% 100% 
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>>滞留行動に着目 

短い時間での行動の割合とし
て、休憩・雑談・携帯の割合
が多い 

長時間になると遊ぶ・飲食の
割合が多くなる 
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商業施設移動者の 

滞留行動と滞留時間の関係 
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まとめと考察 

来街人数と商業地の関係  
・２人組以上の場合、商業施設へ行く割合が高くなる傾向にある 
・サンプル数から、対象地の利用は２人組以上での割合が多いと言える 

滞留時間と商業地の関係 
・駅、それ以外に比べて短時間の滞在が少なく長時間の割合が多くなる 

滞留行動と商業地の関係 
・複数での行動を行なう場合、商業施設へ行く割合が高い 
・携帯やその他の個人行動を行なう場合、商業施設外へ行く割合が高い 
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隣接した商業施設や周辺施設の利用者が 
オープンスペースなどで多様な滞留行動をとる 
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今後の予定 

調査結果から分からなかったこと 
・利用者の詳細(年代、最寄駅、連れの人数など) 
・来街頻度と対象地の利用頻度 
・前後での具体的な行先 
・利用者の満足度 
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対面式インタビュー調査による更なる深堀り 


